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I. 人口ビジョン改訂の考え方
1. 改訂の背景

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

65歳以上(%) 40.0 42.4 43.5 43.9 45.6 47.5 49.1

15～64歳(%) 48.6 47.0 47.0 47.6 45.9 43.8 42.1

0～14歳(%) 11.4 10.6 9.5 8.6 8.5 8.7 8.7

総数 42,725 38,867 35,658 32,647 29,821 27,135 24,564
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将来人口推計における真庭市の人口減少

図表1-1 国立社会保障・人口問題研究所による2050年までの真庭市の人口推計

図表1-2 人口戦略会議による2050の真庭市人口推計

2020年 2050年人口（移動想定） 2050年人口（封鎖人口）

それ以外の人口 39,755 23,134 26,549

若年女性人口 2,970 1,430 2,593
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 真庭市では「地域の活性化」に向けて施策を推進してきました。
 国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、2040年に真庭市の人口は29,821人にな

るとされています
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真庭市では、「第3次真庭市総合計画」との整合を図りながら、今後目指すべき将来の方向と将来
展望を示すため、2015年に「真庭市人口ビジョン」を策定し、これを基に「人口減少の克服」と「地域
の活性化」に向けた施策を推進してきました。

こうした中、2023年に国立社会保障・人口問題研究所が「日本の地域別将来推計人口」を公表し
ました。この推計では、2040年に真庭市の人口は29,821人、2050年に24,564人に減少する
と推計されています。また人口戦略会議が2024年に公表した「令和６年・地方自治体「持続可能性」
分析レポート 」によると、2050年における真庭市の総人口は移動想定で24,564人（42.5%減
少）、移動を想定しない封鎖人口で29,142人（31.8%減少）になると推計されており、消滅可能性
自治体として移動による社会減対策が極めて必要な都市に分類されています。



2. 改訂の考え方
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 真庭市における人口減少速度は加速傾向にあり、特に出生数に関しては１０年前倒しで減少
が進んでいる状況です

 加速する人口減少に対応するため、人口の現状を把握し有効な施策の検討が必要です

人口ビジョン改定の考え方

国立社会保障・人口問題研究所が2018年に公表しているデータによると、真庭市の2020年に
おける総人口は約43,300人と推計されていました。一方で、2020年現在の総人口は42,735
人と推計値を下回る結果となっています。10年前に想定していた人口の減少速度よりも早まってい
ます。

また、総人口だけでなく出生数も減少の加速傾向がみられます。出生数の減少に関しては10年程
度早まって進んでいる状況です。

こうした状況のなか、加速する人口減少に対応するため、短期間での基本計画更新による有効な
施策展開を進める必要があります。基本計画の策定にあたり、人口に関する現状を把握する必要が
あるため、人口ビジョンの改訂を行い、基本計画の施策検討の基本データとします。

図表1-3 真庭市の想定出生数と2025年の出生数
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II. 人口ビジョンの位置づけと対象期間
1. 人口ビジョンの位置づけ

図表2-1 国や岡山県、真庭市の計画等との関係性

 人口ビジョンでは、人口の状況と今後の見通しを明らかにし、目指すべき将来の方向と将来
の展望を示します

 人口ビジョンは「真庭市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の重要な基礎と位置付けるものです

1. 人口ビジョンの位置づけ

2. 対象期間

 「第3次真庭市総合計画」との整合を図り、15年後の2040年を対象期間とします

本人口ビジョンの対象期間は、第3次真庭市総合計画との整合を図り、2040年を対象期間と
しています

真
庭
市

〈まちの将来像を示す最上位計画〉

第3次真庭市総合計画

基本理念

基本構想

基本計画

2040年までの将来展望真庭市人口ビジョン

具体的な政策・施策

事務事業

真庭市

まち・ひと・しごと総合戦略

国 まち・ひと・しごと創生長期ビジョン

人口ビジョンの位置づけ

図表2-2 （参考）： 令和3（2021）年3月 岡山県人口ビジョン改訂版で設定された目指すべき将来の方向性等

目指すべき
将来の方向性

若い世代の結婚・出産・子育てに関する希望を実現する

県内での就職や本県への移住・定住に関する希望がかなえられ、県民が安心して住み続けられ
る魅力ある岡山県とする

中山間地域等にあっても、拠点的地域において生活機能を確保し、地域活力を維持する

人口の将来
展望

合計特殊出生率が令和12（2030）年に国の想定と同程度まで向上、令和22年（2040）年に
は、人口を維持できる水準であるとされる2.07程度となり、自然減に歯止めがかかる

国外移動を含む社会増減について、令和7（2025）年以降、均衡した状態が保たれる

県南都市部への過度な人口移動が抑制され、将来にわたって少なくとも各市町村の拠点的地
域において、ある程度の人口規模が確保される

人口ビジョンは国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」や「岡山県人口ビジョン改訂版」に基づ
き、第3次真庭市総合計画との整合を図りながら、真庭市の人口の現状を分析し、人口の状況と今
後の見通しを明らかにして、真庭市に暮らす人々が人口に関する意識を共有し、今後目指すべき将
来の方向と将来展望を示します。
本人口ビジョンは、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、「真庭市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を策定するにあたり、「人口減少の克服」と「地域の活性化」に向けて効果的な施策を企画・立案する
上で重要な基礎と位置付けるものです。
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III. 真庭市における人口の現状
1. 総人口の推移

真庭市の総人口推移

真庭市の総人口は２０24年1月時点で41,090人となっており、2020年と比較すると1,635人
減少しています。また国立社会保障・人口問題研究所が2018年に推計した推計値と比較すると、ほ
ぼ近似値を示していることが分かります。

51,782 48,964 46,124
42,725 41,090
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令和2年ビジョン
改訂時予測
43,300人

令和2年ビジョン
改訂時予測
40,500人

（2025年時点）

真庭市の総人口は２０24年1月時点で41,090人となっており、2020年と比較すると1,635
人減少している。また国立社会保障・人口問題研究所が2018年に推計した2020年時点の推計
値である43,300人と比較すると575人下回り、2025年時点での推計値40,500人と比較す
ると59０人上回る状況となっています。

図表4-1 真庭市の総人口推移

真庭市の年齢3区分別人口の推移

出典： 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2018年推計）」

2005年 2010年 2015年 2020年

総人口 51,782 48,964 46,124 42,725

年少人口（0～14歳人口） 6,669 6,149 5,519 4,863

生産年齢人口（15～64歳人口） 28,539 26,333 23,649 20,687

高齢人口（65歳以上人口） 16,512 16,428 16,900 17,061
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真庭市の生産年齢人口、高齢人口、年少人口の年齢3区分別人口の推移をみると、2005年から
2020年にかけて生産年齢人口は２７％に相当する7,852人が減少し、高齢人口は２７.9%に相当
する５４９人が増加しており、生産年齢人口約1.2人で、1人の高齢人口を支える現状となっていま
す。

 真庭市の人口は減少傾向にあり、２０１８年の推計値を下回る状況となっています
 出生率は県平均より高いものの、女性人口の減少や初婚年齢の増加等により、出生数は減少

傾向となっています
 県内では外国人人口が増加傾向にあります

図表4-2 真庭市の年齢3区分別人口の推移

ここでは、2005年から2024年までの総人口の推移やその要因として考えられる自然動態、社
会動態等を明らかにしていきます。

8
出典： 総務省「国勢調査」



2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年2020年 2021年

出生率

岡山県 8.7 8.5 8.5 8.3 8.2 8.2 7.9 7.7 7.3 7.3 7.1

真庭市 6.4 7 6.7 7.0 7.0 6.9 6.5 6.4 5.3 5.7 5.2

合計特殊出生率

岡山県 1.48 1.47 1.49 1.49 1.54 1.56 1.54 1.53 1.47 1.48 1.45

真庭市 1.68 1.93 1.86 2.07 1.82 1.93 1.88 1.98 1.7 1.66 1.62

真庭市の出生率

2021年の国内の出生数は、81万1,604人で、前年の84万835人より２万9,231人減少してい
ます。出生率は、6.6で前年の６．８より低下している現状です。 真庭市の出生率は、2021年で
5.2％となっており、国内平均や岡山県の7.1よりも低い状況となっています。
合計特殊出生率は、1.６２と岡山県の1.45より僅かではあるが高いものの、2016年から減少し続
けています。

真庭市の自然動態

死亡数が出生数を上回る「自然減」が続いており、2016年からその差は僅かながら拡大傾向にあ
ります。

図表4-3 真庭市の死亡数・出生数の推移

出典： 総務省「住民基本台帳人口移動勧告」
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2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

自然増減 (504) (409) (433) (478) (427) (421) (456) (531) (535) (534) (548)

出生数 307 334 317 327 325 313 290 282 227 242 217

死亡数 811 743 750 805 752 734 746 813 762 776 765
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出典： 「岡山県衛生統計年報」

図表4-4 真庭市と岡山県の出生率比較

2. 自然動態
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真庭市の昼間人口

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

昼間人口 53,950 50,764 48,168 45,097 41,988

昼夜間人口比率 98.5% 98.0% 98.4% 97.8% 98.3%

97.2%

97.4%

97.6%

97.8%

98.0%

98.2%

98.4%

98.6%

98.8%
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図表4-6 真庭市における昼間人口と比率

真庭市の昼間人口は2000年の53,950人から2020年の41,988人まで減少していますが、
昼夜間人口比率は98.5%から98.3％とほぼ横ばいで推移しています。

昼間人口が減少している理由としては、通勤・通学による流出、地元産業・経済の低迷などが考え
られます。

出典：総務省「国勢調査」

真庭市の社会動態

出典： 総務省「住民基本台帳人口移動報告」

転出数が転入数を上回る「社会減」が続いています。減少傾向であった転入者数は、2017年以降、
増加傾向となっているものの、転出者数も増加傾向にあり、その差は拡大傾向にあります。

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

転入超過数 (101) (207) (152) (220) (300) (225) (274) (239) (158) (199) (248) (205) (278)

転入者数 1,017 1,107 1,013 1,026 1,101 1,008 1,002 1,026 992 1,007 1,056 1,040 1,120

転入者数 916 900 861 806 801 783 728 787 834 808 808 835 842
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図表4-5 転入・転入者数推移

3. 社会動態

4. その他



昼間人口うち通勤・通学人口

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

全国男性 31.1 31.1 31.1 31.1 31.2 31 31

岡山県男性 30.2 30.4 30.2 30.1 30.2 30.1 30.1

真庭市男性 30.2 31.1 32 30.6 30 31.5 29.7

全国女性 29.4 29.4 29.4 29.4 29.6 29.4 29.5

岡山県女性 28.8 28.8 28.7 28.7 28.8 28.7 28.8

真庭市女性 28.7 29.1 29.1 28.3 28.9 29.9 27.8
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31

32

33

真庭市の婚姻に関する状況
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図表4-8 真庭市の平均初婚年齢

真庭市の平均初婚年齢は、男性は29～32歳、女性は27～30歳の間で推移しております。平均
初婚年齢が高くなると、出産可能時期が短くなり出生数の減少につながることが考えられるため、
若年層の婚姻および出産をかなえる環境の整備が求められると考えられます。

出典：総務省「人口動態調査」

出典：総務省「国勢調査」

昼間人口のうち、就業・通学をしている人口は2020年時点で25,542人と、昼間人口全体の
52.9％を占めています。真庭市内に常住している人（自市区町村常住）で真庭市に通勤・通学して
いる人は2005年と比較すると23.3%減少している一方で、市外から真庭市へ通勤・通学してい
る人は3.0%増加しています。

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

不詳 0 0 655 303 681

他市区町村に常住 8,885 2,593 2,596 3,076 2,670

自市区町村に常住 26,085 28,949 23,808 24,633 22,191

従業地・通学地による昼間人口 34,970 31,542 27,059 28,012 25,542

自市区町村に常住 増加率 11.0% -17.8% 3.5% -9.9%

他市区町村に常住 増加率 0.1% 18.5% -13.2%
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図表4-7 真庭市における通勤・通学人口
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20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

R2既婚者 51 176 465 671 916 962

R2未婚者 530 498 444 400 374 340

R2未婚率 91.2% 73.9% 48.8% 37.3% 29.0% 26.1%
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図表4-9 令和２年度における真庭市 男性の未婚状況

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

H27既婚者 50 285 539 866 930 854

H27未婚者 572 621 511 428 362 284

H27未婚率 92.0% 68.5% 48.7% 33.1% 28.0% 25.0%
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図表4-10 平成２７年度における真庭市 男性の未婚状況

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

R2既婚者 57 275 535 812 987 1068

R2未婚者 472 338 235 221 167 163

R2未婚率 89.2% 55.1% 30.5% 21.4% 14.5% 13.2%
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図表4-11 令和２年度における真庭市 女性の未婚状況

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

H27既婚者 89 381 741 946 1057 982

H27未婚者 504 410 280 218 173 95

H27未婚率 85.0% 51.8% 27.4% 18.7% 14.1% 8.8%
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図表4-12 平成２７年度における真庭市 女性の未婚状況

男性の未婚状況は、平成27年度と比較すると、全体的な人口減少により既婚者数および未婚者数
ともに減少しておりますが、未婚率は20～24歳を除く全ての年代で増加しています。

女性の未婚率は全ての年代で上昇しており、今後の出生数の減少につながる可能性が考えられま
す。

出典： 総務省「国勢調査」



真庭市の地域間の人口移動状況：全体

真庭市への転入数は2015年の826人から2023年の725人まで、僅かな減少はしているもの
の、ほぼ横ばいでの推移となっています。県内外での比較では、県内が僅かながら高く平均５３．
４％となっています。転出数は2015年の1,123人から２０２３年の1,052人まで、ほぼ横ばいでの
推移となっています。こちらも転入と同じように、県内への転出が僅かながら高く平均54.2%と
なっています。

図表4-13 転入数 図表4-14 転出数

図表4-15 県内・県外への流出数推移

図表4-16 3区分別他市区町村からの転入者数 図表4-17  3区分別他市区町村への転出者数

真庭市の地域間の人口移動状況：詳細
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2015

年

2016

年

2017

年

2018

年

2019

年

2020

年

2021

年

2022

年

2023

年

65歳以上 47 57 60 55 69 57 58 63 59

15～64歳 639 644 573 655 662 667 661 691 716

0～14歳 115 82 95 77 103 84 89 81 67

合計 801 783 728 787 834 808 808 835 842
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県外 335 365 313 372 418 369 407 406 423

県内 466 418 415 415 416 439 401 429 419

合計 801 783 728 787 834 808 808 835 842
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出典： 総務省「住民基本台帳人口移動勧告」

出典： 総務省「住民基本台帳人口移動勧告」

出典： 総務省「住民基本台帳人口移動勧告」

真庭市への転入者および転出者は15～64歳の生産年齢人口が多くなっています。就業を理由とした転入や、
就学や就業を理由とした転出が考えられ、生産年齢人口は地域経済をはじめとする市内の機能を担うことが期待
されることから、15～64歳の転入促進および転出抑制が重要になると考えられます。

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

65歳以上 70 76 74 66 74 64 59 75 95

15～64歳 919 825 842 866 838 880 932 885 954

0～14歳 112 107 86 94 80 63 65 80 71

合計 1,101 1,008 1,002 1,026 992 1,007 1,056 1,040 1,120

0

200

400

600

800

1000

1200
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2005年 2010年 2015年 2020年

35～39 1,130 1,299 1,294 1,073

30～34 1,274 1,276 1,050 915

25～29 1,267 1,026 906 693

20～24 870 752 622 587

総人口に対する割合 8.78% 8.89% 8.39% 7.65%

男性人口内の割合 18.56% 18.82% 17.72% 16.02%
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2005年 2010年 2015年 2020年

35～39 1,096 1,246 1,164 1,033

30～34 1,246 1,133 1,021 776

25～29 1,127 1,003 791 623

20～24 885 668 593 538

総人口に対する割合 8.42% 8.27% 7.74% 6.95%

女性人口内の割合 15.97% 15.67% 14.71% 13.30%
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図表4-18 国勢調査に基づく若年男性人口（20-39歳）の将来推計

図表4-19 国勢調査に基づく若年女性人口（20-39歳）の将来推計

真庭市内の若年人口は2005年以降、男性女性共に減少しておりますが、女性の方が、総人口に
占める割合が低く、2020年時点で13.3%となっています。若年人口の減少は出生数の減少に直
接的に影響すると考えられ、今後の人口減少抑制を図っていくうえで、若年層の減少を2割程度抑
制することが重要になると考えられます。



真庭市の外国人口と総人口に占める割合（2000－2020）

真庭市の外国人 人口は、2010年、2015年に減少するも2020年には291人と回復し、総人口
の0.7%となっています。これは岡山県下の各市と比較すると2020年時点では中間に位置付けら
れていましたが、2020年では下位層となっています。

2000年から2020年の成長率をみると、高梁市が7.8倍笠岡市が6.8倍、美作市が5.6倍と大
幅に拡大しており、他市と比較し、外国人人口を取り込めていない可能性があります。

図表4-20 真庭市の外国人口と総人口に占める割合（2000－2020）

図表4-22 岡山県各年の外国人人口が総人口に占める割合推移

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

岡山県の外国人人口の推移 12,555 13,408 13,986 14,651 15,338 14,796 15,836 16,603 17,609 17,729 18,476 17,879 17,303 17,056 17,310 17,309 18,843 20,433 22,342 25,289 25,938
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図表4-21 岡山県の外国人人口の推移 
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岡山市 津山市 玉野市 笠岡市 井原市 総社市 高梁市 新見市 備前市
瀬戸内

市
赤磐市 真庭市 美作市 浅口市

2000年外国人人口 5687 694 233 93 150 457 164 215 286 243 144 206 91 63

2020年外国人人口 11844 832 615 490 512 1593 900 271 548 420 483 291 380 225

2000年外国人割合 0.8% 0.6% 0.3% 0.2% 0.3% 0.7% 0.4% 0.6% 0.7% 0.6% 0.3% 0.4% 0.3% 0.2%

2020年外国人割合 1.6% 0.8% 1.1% 1.1% 1.3% 2.3% 3.1% 1.0% 1.7% 1.2% 1.1% 0.7% 1.5% 0.7%
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外国人割合(%) 0.51 0.58 0.58 0.56 0.52 0.43 0.41 0.42 0.40 0.44 0.42 0.47 0.51 0.55 0.62 0.71 0.74 0.76 0.87 1.06

県内割合(%) 1.86 1.95 1.85 1.67 1.53 1.21 1.15 1.23 1.16 1.25 1.18 1.18 1.17 1.13 1.11 1.21
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出典： 真庭市「住民基本台帳」、真庭市「独自統計」

出典： 真庭市「住民基本台帳」、真庭市「独自統計」

出典： 岡山県「独自統計」
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 ２０２４年以降、歳出額が歳入額を上回る見通しとなっており、原因としては人口減少による
税収の減少が考えられます

 建替えや改修などの施設の維持管理に関わる高額な更新費用の発生が想定されます
 ２０００年以降、労働人口の減少が続いており、原因としては市外への就職が考えられます

IV. 人口の変化が地域の将来に与える影響の分析・考察
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【財政】

真庭市の財政は2022年時点で歳入額が35,285百万円、歳出額が33,517百万円となってお
り、1,968百万円の歳入超過となっております。

歳入の内訳としては地方交付税が最も多く、全体の41.2％を占めています。地方税やその他歳入
を含めた自主財源比率※1は26.3%となっております。

歳出の内訳としては、義務的経費が全体の45.6%を占めております。経常収支比率※は91.7%
となっております。

真庭市の財政の見通しとしては、2024年以降、歳出額が歳入額を上回る見通しとなっています。
歳入の中でも「地方税」の歳入額が、2022年以降マイナス成長となっております。この原因として

は、人口の減少により、市民からの税収が減少することが考えられます。自主財源比率は将来的に
23～27%の間で推移する推計となっています。

歳出に関して、義務的経費は42～47%で推移することが想定され、徐々に歳出の中でも割合が
大きくなることが考えられます。経常収支比率は2023年以降も93%以上の割合が続く推計と
なっております。

※１ 自主財源比率：自主財源とは、地方税、分担金及び負担金、使用料、手数料など地方公共団体の意思で、ある程度収入額を増減できる自前の
 財源をいいます。

※2 経常収支比率：地方公共団体の財政構造の弾力性を判断するための指標で、人件費、扶助費、公債費等のように毎年度経常的 に支出される
経費（経常的経費）に充当された一般財源の額が、地方税、普通交付税を中心とする毎年度経常的 に収入される一般財源（経常一般財源）、
減収補填債特例分及び臨時財政対策債の合計額に占める割合をいいます。

図表5-1 真庭市財政の見通し

区分 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

歳入

地方税 5,190 5,299 5,156 5,083 5,065 5,056 4,964 4,945

地方譲与税等 1,751 1,721 1,727 1,752 1,750 1,750 1,750 1,750

地方交付税 14,756 14,622 14,062 13,957 13,736 13,820 14,127 14,017

国・県支出金 6,472 5,981 5,023 4,896 4,635 5,369 5,420 4,667

地方債 4,447 3,824 4,597 4,752 2,569 1,875 2,298 2,750

その他歳入 3,521 4,038 3,721 2,655 3,514 3,413 2,610 2,509

歳入合計 36,137 35,485 34,286 33,095 31,269 31,283 31,169 30,638

歳出

義務的経費 15,688 15,270 14,537 14,695 14,541 14,768 15,208 15,064

投資的経費 5,548 4,947 5,958 5,010 5,010 5,010 4,910 4,510

その他経費 13,340 13,300 13,791 15,001 12,905 12,737 12,410 12,357

歳出合計 34,576 33,517 34,286 34,706 32,456 32,515 32,528 31,931

収支 1,561 1,968 0 -1,611 -1,187 -1,232 -1,359 -1,293

（単位：百万円）

出典： 真庭市「真庭市財政の見通し（令和5年10月）」

2023年以降推計
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図表5-2 真庭市の歳入見通し

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

その他歳入 3,521 4,038 3,721 2,655 3,514 3,413 2,610 2,509

地方債 4,447 3,824 4,597 4,752 2,569 1,875 2,298 2,750

国・県支出金 6,472 5,981 5,023 4,896 4,635 5,369 5,420 4,667

地方交付税 14,756 14,622 14,062 13,957 13,736 13,820 14,127 14,017

地方譲与税等 1,751 1,721 1,727 1,752 1,750 1,750 1,750 1,750

地方税 5,190 5,299 5,156 5,083 5,065 5,056 4,964 4,945

歳入合計 36,137 35,485 34,286 33,095 31,269 31,283 31,169 30,638
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その他経費 13,340 13,300 13,791 15,001 12,905 12,737 12,410 12,357

投資的経費 5,548 4,947 5,958 5,010 5,010 5,010 4,910 4,510

義務的経費 15,688 15,270 14,537 14,695 14,541 14,768 15,208 15,064

歳出合計 34,576 33,517 34,286 34,706 32,456 32,515 32,528 31,931

30,500

31,000

31,500

32,000

32,500

33,000

33,500

34,000

34,500

35,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

図表5-3 真庭市の歳出見通し
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人口減少による公共建築物利用者数の減少が想定されますが、建替えや改修などの施設の維持管
理に関わる更新費用は年平均33.7億円発生すると考えられ、充当可能※な投資的経費と約22億円
の乖離が発生しています。

今後は効率的な維持管理や、施設の適正規模への計画の見直しが必要になると考えられます。
※充当可能：目的（建築物の維持）のためにお金や人で補うことが可能なことをいいます。

【経済・産業】

労働力人口は2020年時点で22,451人に減少していますが、労働力率は2000年以降減少傾
向にあります。

この原因として、総人口の減少に対して、市外への就業などによる労働力人口の減少が大きくなっ
ていることが考えられます。

図表5-4 真庭市の公共建築物の更新費用の推計

【社会資本】

出典： 真庭市「真庭市公共施設等総合管理計画（令和6年3月）」

図表5-5 真庭市の労働力人口・労働力率※の推移

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

真庭市総人口 54,747 51,782 48,964 46,124 42,725

労働力人口 29,173 27,607 25,118 23,648 22,451

15歳以上人口 47,024 45,051 42,815 40,549 37,748

労働力率 62.0% 61.3% 58.7% 58.3% 59.5%
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出典： 総務省「国勢調査」
※労働力率：15歳以上の人口における労働人口の割合
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V. 人口の将来展望
1. 総人口の展望

図表5-6 真庭市の人口の推移と長期的な見直し

 2040年における人口は、社人研推計だと30,000人を下回り、真庭市独自推計だと
32,000人を下回ります

 少子高齢化が進むことに加え、生産年齢人口比率も減少傾向が継続します

令和2年12月に改訂した「人口ビジョン」では、2040年の真庭市の人口に関して、市独自の
試算では34,867人、社人研の推計では32,786人としていました。今回、改めて最新のデータ
に基づき試算したところ、2040年の真庭市の人口は、31,830人（真庭市独自試算）、29,821
人（社人研推計）となっており、どちらも34,000人を下回る結果となっています。

図表5-7 市独自試算に基づく年齢4区分人口構成
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2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

総人口 （人） 42,611 39,332 36,679 34,199 31,830 29,512 27,397

年少人口 （人） 4,863 4,481 4,099 3,809 3,502 3,318 3,193

比率 11.4% 11.4% 11.2% 11.1% 11.0% 11.2% 11.7%

生産年齢人口 （人） 20,687 18,376 17,085 16,099 14,772 13,322 12,157

比率 48.5% 46.7% 46.6% 47.1% 46.4% 45.1% 44.4%

高齢人口 （人） 17,061 16,475 15,495 14,291 13,557 12,871 12,047

比率 40.0% 41.9% 42.2% 41.8% 42.6% 43.6% 44.0%

出産年齢女性

人口
（人） 6,139 5,289 4,689 4,162 3,927 3,777 3,646

比率 14.4% 13.4% 12.8% 12.2% 12.3% 12.8% 13.3%

真庭市の総人口推移： 全体

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

真庭市独自試算 42,611 39,332 36,679 34,199 31,830 29,512 27,397

社人研推計 42,725 38,867 35,658 32,647 29,821 27,135 24,564
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真庭市の総人口推移： 詳細

図表5-8 真庭市の年少人口の推移

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

年少人口真庭市独自試算 4,863 4,481 4,099 3,809 3,502 3,318 3,193

年少人口社人研 4,869 4,112 3,387 2,803 2,543 2,354 2,146

年少人口比率真庭市独自試算 11.4% 11.4% 11.2% 11.1% 11.0% 11.2% 11.7%

年少人口比率社人研 11.4% 10.6% 9.5% 8.6% 8.5% 8.7% 8.7%
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2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

生産年齢人口真庭市独自試算 20,687 18,376 17,085 16,099 14,772 13,322 12,157

生産年齢人口社人研 20,785 18,272 16,758 15,524 13,686 11,880 10,347

生産年齢人口比率真庭市独自試算 48.5% 46.7% 46.6% 47.1% 46.4% 45.1% 44.4%

生産年齢人口比率社人研 48.6% 47.0% 47.0% 47.6% 45.9% 43.8% 42.1%
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図表5-9 真庭市の生産年齢人口の推移

真庭市の年少人口は社人研推計では、2040年には2020年時点より47.7％減少すると推計
されており、年少人口割合も8.5%になると推計されていますが、子育て環境の改善等の効果を
鑑みた真庭市独自試算では、28.0％の減少となり、 年少人口の割合は11.0%と、2020年時
点の年少人口割合を維持する試算結果となっております。

真庭市の生産年齢人口は社人研推計では、2040年には2020年時点より34.2％減少すると
推計されており、生産年齢人口割合も45.9%になると推計されていますが、若年層の転入促進・
転出抑制や子育て世代の転入促進・転出抑制等の効果を鑑みた真庭市独自試算では、２８．６％の
減少となり、生産年齢人口の割合は46.4%と、2020年時点の生産年齢人口割合より2.1ポイン
ト減少する試算結果となっております。

2. 4区分人口比率等の推移と長期的な見通し
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真庭市の総人口推移： 詳細

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

高齢人口真庭市独自試算 17,061 16,475 15,495 14,291 13,557 12,871 12,047

高齢人口社人研 17,071 16,483 15,513 14,320 13,592 12,901 12,071

高齢人口比率真庭市独自試算 40.0% 41.9% 42.2% 41.8% 42.6% 43.6% 44.0%

高齢人口比率社人研 40.0% 42.4% 43.5% 43.9% 45.6% 47.5% 49.1%
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図表5-10 真庭市の高齢人口の推移

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

出産年齢女性人口真庭市独自試算 6,139 5,289 4,689 4,162 3,927 3,777 3,646

出産年齢女性人口社人研 6,166 5,225 4,527 3,902 3,426 3,121 2,823

出産年齢女性比率真庭市独自試算 14.4% 13.4% 12.8% 12.2% 12.3% 12.8% 13.3%

出産年齢女性比率社人研 14.4% 13.4% 12.7% 12.0% 11.5% 11.5% 11.5%
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図表5-11 真庭市の出産年齢女性人口の推移

真庭市の高齢人口は社人研推計では、2040年には2020年時点より20.3％減少すると推計
されており、高齢人口割合も45.6%になると推計されていますが、各種政策の効果を鑑みた真
庭市独自試算では、20.5％の減少となり、 高齢人口の割合は42.6%と、2020年時点の高齢
人口割合より微増となる試算結果となっております。

真庭市の出産年齢女性人口は社人研推計では、2040年には2020年時点より44.4％減少す
ると推計されており、出産年齢女性人口割合も11.5%になると推計されていますが、子育て環境
の改善や子育て世代の転入促進・転出抑制等の効果を鑑みた真庭市独自試算では、36.0%の減
少となり、出産年齢女性人口の割合は12.3%と、2020年時点の生産年齢人口割合より2.1ポイ
ント減少する試算結果となっております。
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真庭市の総人口推移： 詳細

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

年少人口比率真庭市独自試算 11.4% 11.4% 11.2% 11.1% 11.0% 11.2% 11.7%

生産年齢人口比率真庭市独自試算 48.5% 46.7% 46.6% 47.1% 46.4% 45.1% 44.4%

高齢人口比率真庭市独自試算 40.0% 41.9% 42.2% 41.8% 42.6% 43.6% 44.0%

出産年齢女性比率真庭市独自試算 14.4% 13.4% 12.8% 12.2% 12.3% 12.8% 13.3%
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年齢4区分人口比率は、
• 年少人口： 11.1～11.4 ％
• 生産年齢人口：46.4～48.5%
• 高齢人口：４０.0～44.0%
• 出産年齢女性人口：12.3～14.4％
上記のように長期的には概ね一定の割合で推移することが想定されます。

図表5-12 真庭市の人口割合推移

出典： 真庭市「独自推計」
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 国や県では、子育て支援策や魅力的なまちづくりによる地方への人の動きを活発化させる等
の人口減少対策を実施しています

 人口減少傾向は今後も継続することが予想され、出生数の増加と転入促進による人口減少
対策に取り組む流れは今後も続くと考えられます

国の方針

人口減少に対する国の方針を整理するにあたって確認した、内閣府および中央省庁の各方針によ
ると、平成24年からは政府方針をうけ、「少子化社会対策大綱」や、「働き方改革実行計画」等の人
口減少対策が推進されてきました。また、地方創生政策として「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が
平成26年に閣議決定されており、地方の人口減少対策に取組む動きがみられます。

その後、令和3年までは教育費や居住費への支援強化や、保育の受け皿整備、幼保小連携の強化、
学童保育制度の拡充や利用環境の整備など、子育て支援を促進する方針と、「デジタル田園都市国
家構想」による地方の活性化を進めてきました。令和6年現在、内閣府からは若年層の人口異動を
少子高齢化における課題と捉え、働き方改革の推進や子育て世帯に寄り添った対策の実施により、
若者・女性に選ばれる地方、多様性のある社会を創っていく方針を表明しています。

現在、人口減少対策に取り組んでいくことは国をはじめ全国の自治体に共通して求められる方針
であり、直接的な人口減少対策だけでなく地方を活性化していく動きは今後も続くことが想定され
ます。

岡山県の方針

岡山県の人口は平成17年を境に減少傾向が続いており、平成27年に、おかやま創生を実現する
ための基本目標や講ずべき対策を盛り込んだ「おかやま創生総合戦略」を策定し、人口減少問題に
取り組んできました。

第2期創生戦略においても人口減少対策へ取り組んでおり、人口の将来展望について、以下の通
りとしています。

【岡山県人口ビジョン改訂版（関連箇所の要旨）】

Ⅱ 人口の将来展望

２．目指すべき将来の方向
① 若い世代の結婚・出産・子育てに関する希望を実現する。
② 県内での就職や本県への移住・定住に関する希望がかなえられ、県民が安心して住み続け

られる魅力ある岡山県とする。
③ 中山間地域等にあっても、拠点的地域において生活機能を確保し、地域活力を維持する。

３．人口の将来展望
⚫ 少なくとも、2060 年に 151 万人程度が確保され、長期的には概ね 135 万人程度で安

定的に推移する。
⚫ 人口構造が徐々に若返っていく。
⚫ 豊かな自然やこれまで培われた地域固有の伝統や文化を維持しながら、安心して住み続け

られる多様で魅力ある岡山県を実現できる。

県でも国の動向と同様、若者の希望実現や魅力的なまちづくりを進めることを展望に掲げていま
す。

3. 国や県の方針との整合について
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社会減対策：選ばれる地域づくりの推進

自然減対策：夢や希望をもって結婚し子育てできる真庭の実現

出生数の増加に向けて、成婚率の向上や初婚年齢の早期化、出生率の向上を進めていく必

要があり、そのために、「夢や希望をもって結婚し子育てできる真庭の実現」を目指し、出会

いの機会を広げ、経済的・生活基盤の整備、仕事と家庭や私生活の両立を支援し、育児負担

の軽減を図るなど、結婚から子育てまで切れ目のない支援を行っていきます。

社会減を抑制するためには、経済的な可能性の拡大や教育・スキル開発の強化、インフラの

整備、住環境の改善、地域の魅力向上、コミュニティの強化を進めていく必要があります。そ

のために、「選ばれる地域づくりの推進」を掲げ、雇用機会の増加や、安価で質の高い住宅の

提供、若者や女性を中心に国内外の人々が魅力を感じるまちとなるよう取組を推進します。

 人口減少対策を最大の課題に位置付け「横断プロジェクト」として市役所全体で取り組みます
 自然減対策として、結婚から子育てまでの切れ目ない支援を行っていきます
 社会減対策として、若者や女性に選ばれる魅力あるまちづくりを推進します

人口減少対策（横断プロジェクト）

人口の増減は、出生数から亡くなった人の数を差し引く自然増減と、転入数から転出数を差し引く
社会増減の2つに大別されます。そのため、人口減少対策は、出生数の増加、死亡数の減少、転入数
の増加、転出数の減少の4つの要素に関する対策が必要であり、市役所全体で横断的に取り組むも
のとして、「自然減対策：夢や希望をもって結婚し子育てできる真庭の実現」と「社会減対策：選ばれ
る地域づくりの推進」の2つを掲げ、総合的な施策を展開していきます。

横断プロジェクト（第３次真庭市総合計画より抜粋）

4. 将来目指すべき人口規模の実現に向けて



27


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27

